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ひとがた

京内最大の井戸と中か ら出てきた大量の人形
平城京左京一条三坊十三坪 奈 良市 法 華 寺 町

調査の 概要 調査地は平城京条坊復原 では左京一条

三坊十三坪にあたります｡これまでの周辺の調査によっ

て十三坪 と北の十四坪とは一括 して一つの宅地として利

用されて いたと推測されてお り､この坪にはかなり位の

高い貴族 が住んでいた可能性が考えられていました｡今 y'L
はったてはしらたて t)の はつ

回の調査で見つかった遺構 には､掘立桂建物跡5棟､掘
たてば しらぺい

立柱塀跡6条､井戸1基､石敷がありますが､これ らの発

見は調査前の予想をはるかに上回る成果 となりました｡

掘立柱建物のうち最大の ものは南北6m､東西24m以

上の建物で､一般宅地にはあまり見 られない大きさです｡

そ して今 回発見された井戸は､枠を
す

据 える穴の直径 が6m以上もあ り､ -

井戸枠は約2.2m四方の非常 に大型

のもので した｡この大きさは平城京

で宮 内の ものを除けば最大であ り､ ん-

深さ4.6mという遺存状態 と併せて

見ればその規模 は過去 最大 と言える
せいろよこいた<

でしょう｡井戸枠は 井穂横板 組み と

呼ばれる組み方で､横板は全部で64

枚残っていましたが､一枚の長 さが

2.5m､幅30m ､厚さ15皿もありま
ち上うたつ

す｡これだけの材木を調達するため

には相当な権力が必要 だったと考え

られます.また井戸 の周囲には人頭

大の河原石を用いた石敷が広がって

いました｡大半は壊 されていました

が､一辺約7mの正方形に敷かれて

いた と推定されます｡ この井戸 は9

世紀初め頃造 られ､廃棄後はゴミ捨

て穴に利用されて､10世紀初め頃に

埋まって しまいます｡都が平城京か

ら平安京 に移った後に､誰がこのよ

うな大型 の井戸を造る ことができた

のか､大変興味深い問題です｡ 井戸の平面及び断面図 1/80



井戸 に捨 て られた人形 今回見つかった井戸の中からは実に様々な遺物が出土 しました｡土
ひとがた まげもの しやくし げ た ぞ うり てつぞ< て つぷ ぜに

器や瓦はもちろん､人形 ･曲物 ･杓子 ･下駄 ･草履 ･鉄鉱 ･鉄斧 ･銭等のほか､馬や鹿の骨もあ
りJ:<ゆうとうき ゆ Iこq'うせ い じ

りました｡土器の中には墨で文字 の書かれたものも多く､また緑粕陶器や輸入青磁もあります.

これらのうち特に注目されるのが人形で､出土枚数は94枚以上におよびます｡人形とは､薄い板
くぴ

を人の形に似せて切 り､墨などで顔を描いているものです｡今回出土 したものは全て頚 ･腰 ･足

の表現を施 し､腕は省略された形態のもので､胴部には人名が記されています｡井戸の中からこ

れだけ大量に人形が出土 した例 は初めてで､しか もそ の出土状態 は非常 に珍 しい もので した｡
たば ひも き <ぎ まと

100枚近い人形のうち約半分は､7･8枚ずつ束にされ紐や木釘で纏められていました｡全部で8

束見つか りましたが､完全に一束となっていた ものは2組だけで､他は束が ほどけて数枚ずつ抜
い せの た け かわ

けているようです｡この束ね られた人形には全て ｢伊勢竹河｣という人名が書かれてお り､顔に
つば bみ

ヒゲがあることから男性と判 断できますO残 り半分は緑粕壷の中に桃の種や籾と一緒に入れ られ

ていました｡前者よりも全体的に小さく､顔の表現は女性 と思われます｡胴部に書かれた人名は
い せ の む ね こ はた の な b こ またの な あ わひ とものひろとみ

｢伊勢宗子 ｣､｢秦奈良子 又名菓 日｣､｢伴贋冨｣の3種類があります｡それぞれ6枚､17枚､13枚

にその名前が確認できました｡このように同じ人名が書かれた人形が何枚もまとまって見つかっ

た例も初めてです｡

この人形 は同じ祭紀に使われた後 ､一括 して捨てられたもの と考えられ､人名に見 られる4人
しば

は同じ屋敷で暮 らしていた家族であった可能性が高いと思われます｡今回の人形は､縛った り木
のろ

釘を打った りと､一見すればまるで呪いの人形のように見えますが､これはあくまで束ねるため
けが はら ち ゆ かたしろ

の行為であって､本来人形は穣れを破ったり､病気の治癒を祈って自分 自身の形代として作 られ
かし上う

る場合が多 いようです｡人形が捨て られた時期は､｢嘉祥元年｣(848年) と書かれた石より上で
ちまた てんねんとう

出土 したので,9世紀の中頃から後半と推測されますが､この時期 は巷 に天然痘などの病気が流
へ い ゆ

行 していた頃で､この人形もそうした病気平癒のために使用されたものかもしれません｡
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